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●お求めは信用のある当社で

canon.jp

2015年4月現在

キヤノン ホームページ

製品に関する情報はこちらでご確認いただけます。

●Canon、Canonロゴはキヤノン株式会社の登録商標です。●本紙に記載されている会社名、
商品名は、一般に各社の登録商標または商標です。●記載の内容は2015年4月現在のものです。
●弊社の都合により予告なく変更させていただく場合がありますのでご了承ください。　

本社と海外グループ会社の
経営層、社員間の情報ギャップの縮小

グローバル情報共有基盤GISがもたらす
　　　　　　　　コミュニケーションインフラの全容

2014年、業界2位の株式会社損害保険ジャパンと5位の日本興亜損害保険株式会社の合併により、

損害保険収入国内NO.1として誕生した損害保険ジャパン日本興亜株式会社。

前身の一つである株式会社損害保険ジャパンでは、2012年当時、

国内損害保険事業、国内生命保険事業、金融サービス事業、海外保険事業の

4つの事業ドメインの中で海外保険事業に経営資源を集中的に投じていた。

人口減少にともなう自動車・住宅の減少、気候変動による大規模な自然災害が多数発生するなど、

国内の損害保険業界をとりまく現状は厳しさを増している。

そこで、国内市場で培った商品開発力と資本力、そしてお客様へのきめ細かな

サービス力などを活かし、グローバル展開へ大きく舵を切ったのである。

しかし、グローバル化を急速に進める中、一つの問題が明らかになる。

それは、本社と海外グループ会社との間に存在していた情報ギャップだった。

その情報ギャップを解消するための大きなミッションを託されたのが、

海外事業企画部 の芳賀利幸氏（現IT企画部）だった。

〒108-8011　東京都港区港南2-16-6

Client Profile

■URL
■本社所在地
■創業
■資本金
■総資産
■正味収入保険料
■国内拠点

■海外拠点

http://www.sjnk.co.jp
東京都新宿区西新宿1-26-1
1888年（明治21年）10月 
700億円
7兆989億円
2兆821億円
営業部・支店
営業課・支社・営業所
保険金サービス拠点
32か国・地域、231都市
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Change

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 様
× キヤノンマーケティングジャパン株式会社

損害保険ジャパン日本興亜株式会社
Sompo Japan Nipponkoa Insurance Inc.

支店

駐在
事務所

海外
法人

海外事業企画部
海外経営管理部

３．情報漏えいリスクの軽減

２．閲覧者の監査、最新版への参照を実現

４．検索により迅速な情報取得を実現

1.資料の共有化と配布確認管理の実現

共通サイト

リスク管理情報 四半期報告基本方針・規程・
マニュアル

・検索
・参照
・ファイル共有
・ワークフロー

OpenText Content Suite Platform

申請・報告者

・ファイル共有
・バージョン管理
・監査ログ
・ワークフロー

西東京データセンター

海外情報共有基盤

■効果

共通PC

■プロセス管理機能の構築
　海外グループ会社の経営レベルの重要な意思決定プロセスの管理

■ファイル共有機能の構築
　本社（及びＨＤ）の経営理念・基本方針、
　リスク管理（定量、定性の両面）等に必要な各種情報の共有

■ニュース発信の構築
　本社から海外拠点へさまざまなニュースを発信

暗号化暗号化暗号化

上長承認

保存
申請

報告
大容量
情報共有

配信

ニュース発信

申請書 各種
情報

※2014年3月現在




